
　（別紙４（２）） 事業所名  グループホーム　ほがらか

目標達成計画 作成日：　平成３０年３月２６日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1 2

事業所と地域とのつきあいにおいて認知症カ
フェにおいて工夫継続はできているが、ホーム
内の行事に地域住民の参加をえられるよう、働
きかけの工夫が必要。

ホーム内での行事において、早目に発信で
きるよう地域へ情報発信の場を増やす。

〇行事においての掲示物の提供
〇広報誌による情報提供
〇老人会など場の提供を行い参加促す
〇ボランティアの協力を得る
〇職員間の情報提供の徹底

１２ヶ月

2 13

災害時においてマニュアルを見直し、地域を巻
き込んだ協力体制が望ましい。

災害時の施設内外、地域においての協力体
制強化。

〇定期消防訓練において地域参加促す
〇施設内外の環境見直し
〇災害時のマニュアルの見直し １２ヶ月

3 15

入居者様の食事時間において職員が同じテー
ブルで食事を摂る事がない為、同じ食事を摂
り、味付けや量を把握する事も望ましい。

入居者様の嗜好など知り、栄養課への情報
提供など行っていく。

〇職員の業務見直し
〇食事においての職員意識づけ
〇栄養課の協力を仰ぐ
〇職員同士の情報交換を行う

１２ヶ月

4 19

居心地のよい共用空間づくりにおいて季節感を
取り入れたものを掲示しながら、環境見直しを
行う。

季節感を取り入れながら、入居者様ご家族
様の意見を仰ぎながら環境見直しを行って
いく。

〇職員において担当を付け季節感を出す
〇外部アンケートを行い環境を見直す
〇季節の花など飾り視覚、嗅覚などで楽しんで
頂く　　〇入居者様の行動など把握し見直す

１２ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


